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　●特におすすめしたい方●
　日本近現代史、産業史、日朝・日韓関係史、在日朝鮮人史、
　強制連行・徴用工の研究者、各大学の図書館、公共図書館等。

　全６巻の構成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026 年 7 月刊行予定

■第１巻■ 集団渡航鮮人有付記録 他

■第２巻■ 賃金関係 他

■第３巻■ 採炭票 Ⅰ

■第４巻■ 採炭票 Ⅱ

■第５巻■ 鉱務日誌 他

■第６巻■ 跡間工程表 他╱解説

……………………………………………本書の特色……………………………………………

●昭和 17 年 2 月、大規模水災「水
みず

非
ひ

常
じょう

」により水没した、長
ちょうせい

生炭鉱の会社側資料を収録
　（「水非常」に関する資料は含まず）。

●今後、実地調査が進むと思われる長生炭鉱について研究する際に、不可欠の資料群。

●昭和 14 〜17 年、長生炭鉱で採掘に従事した朝鮮人鉱夫の労働時間、採炭量、給与な
　どを記録しており、労働の実態解明の情報源となる。

●「水非常」に至るまでに発生した、中小規模の事故や鉱夫の負傷の状況等から、その
　危険な実態が把握可能。

【電子書籍版】 在日朝鮮人団体事典　［編］ 在日朝鮮人団体事典日韓共同編纂委員会

1895 年から1945 年まで、日本「内地」で活動した 551 の団体を網羅し、その名称、活動内容、主なメンバー等を参考文献とともに詳述。

	【同時 1アクセス】本体 70,000 円＋税╱【同時 3 アクセス】本体 140,000 円＋税
＊紀伊國屋書店（KinoDen）、または丸善雄松堂（eBook Library）にてご契約の際は、表示価格に、10％のシステム使用料が加算されます。

長生炭鉱 朝鮮人関係資料集	全６巻
［資料提供・解説］長澤  秀	 ●揃定価：本体 152,000 円＋税　A5 判上製／カバー装　ISBN978-4-8433-7227-2 C3321
（電子書籍＝同時 1 アクセス：本体 167,200 円＋税╱同時 3 アクセス：本体 334,400 円＋税） ★電子書籍版は KinoDen ／ Maruzen eBook Library のサービスでご購入になれます。

長澤　秀（ながさわ・しげる）　　昭和 26 年、福島県会津若松市生まれ。早稲田大学卒業、明治大学大学院修士課程修了、立教大学大学院博士
後期課程退学。高校教員、塾講師、美術学校経営を経て、現在に至る。在日朝鮮人運動史研究会会員。「海峡」同人。主要編著書、『石炭統制
会極秘文書・戦時下朝鮮人中国人連合軍俘虜強制連行資料集』『石炭産業内部文書・戦時下強制連行極秘資料集　東日本篇』『樺太庁警察部文
書・戦前朝鮮人関係警察資料集』『戦後初期在日朝鮮人人口調査資料集』（以上、緑蔭書房）ほか。

昭
和
一
七
年
二
月
、

大
規
模
な
海
水
浸
入
「
水み

ず

非ひ

常じ
ょ
う

」
に
よ
り
、

水
没
し
た
長ち

ょ
う
せ
い生
炭
鉱
。

事
故
発
生
に
至
る
ま
で
の
、

朝
鮮
人
鉱
夫
の
実
態
を
記
録
し
た

唯
一
の
資
料
群
。
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●定価：本体 25,000 円 + 税　ISBN978-4-8433-7228-9
電子書籍版＝同時 1 アクセス：本体 27,500 円＋税・同時 3 アクセス：本体 55,000 円＋税

●定価：本体 25,000 円 + 税　ISBN978-4-8433-7229-6
電子書籍版＝同時 1 アクセス：本体 27,500 円＋税・同時 3 アクセス：本体 55,000 円＋税

●定価：本体 22,000 円 + 税　ISBN978-4-8433-7230-2
電子書籍版＝同時 1 アクセス：本体 24,200 円＋税・同時 3 アクセス：本体 48,400 円＋税

●定価：本体 30,000 円 + 税　ISBN978-4-8433-7231-9
電子書籍版＝同時 1 アクセス：本体 33,000 円＋税・同時 3 アクセス：本体 66,000 円＋税

●定価：本体 25,000 円 + 税　ISBN978-4-8433-7298-2
電子書籍版＝同時 1 アクセス：本体 27,500 円＋税・同時 3 アクセス：本体 55,000 円＋税

●定価：本体 25,000 円 + 税　ISBN978-4-8433-7299-9
電子書籍版＝同時 1 アクセス：本体 27,500 円＋税・同時 3 アクセス：本体 55,000 円＋税

◎プリント版 2026 年７月刊行予定　　◉電子書籍版 2026 年８月刊行予定

ゆ
ま
に
書
房

刊
行
に
あ
た
っ
て

長
澤  

秀

　

長ち
ょ
う
せ
い生

炭
鉱
は
か
つ
て
山
口
県
の
宇
部
炭
田
に
あ
っ
た
中
堅
炭
鉱
の
ひ
と
つ
。
国
家
総
動
員
体
制
下
の

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
二
月
三
日
に
大
規
模
な
坑
内
水
没
事
故
を
ひ
き
起
こ
し
、
そ
の
時
入
坑
中
の
鉱

夫
を
中
心
に
、
一
八
三
人
（
う
ち
朝
鮮
人
一
三
六
人
）
の
行
方
不
明
者
を
出
し
た
。
遺
体
の
捜
索
、
回
収

も
な
さ
れ
ず
今
日
に
至
っ
て
い
た
が
、
二
〇
二
五
（
令
和
七
）
年
八
月
、
地
元
の
民
間
団
体
「
長
生
炭
鉱

の
水み
ず
ひ
じ
ょ
う

非
常
を
歴
史
に
刻
む
会
」
が
中
心
に
な
っ
て
、
人
骨
数
点
を
海
中
か
ら
回
収
。
現
在
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

に
よ
り
身
元
の
判
明
を
目
ざ
し
て
い
る
。

　

本
資
料
集
は
未
曾
有
の
大
惨
事
を
ひ
き
起
こ
し
た
当
事
者
で
あ
る
炭
鉱
会
社
側
の
文
書
の
う
ち
、
と
く

に
朝
鮮
人
に
関
す
る
文
書
を
中
心
に
収
録
、
編
集
し
た
。
そ
の
主
な
も
の
を
挙
げ
る
。

①
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
秋
か
ら
始
ま
る
朝
鮮
人
労
務
動
員
（
い
わ
ゆ
る
「
会
社
募
集
」）
以
前
か
ら

多
数
の
朝
鮮
人
が
就
労
し
、「
朝
鮮
炭
鉱
」
と
揶
揄
さ
れ
て
い
た
長
生
炭
鉱
。
そ
の
採
炭
現
場
で
は
す
で

に
朝
鮮
人
鉱
夫
が
労
働
の
要
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
文
書
。
例
え
ば
「
鉱
務
日
誌
」「
掘
進
賃
金
支

払
伝
票
」
等
。

②
一
九
三
九
年
一
〇
月
か
ら
水
没
事
故
ま
で
の
間
に
、
十
数
回
に
亘
り
、
合
わ
せ
て
一
二
五
八
人
の
朝

鮮
人
集
団
を
朝
鮮
か
ら
長
生
炭
鉱
に
労
務
動
員
し
て
い
る
。
そ
の
実
態
を
示
す
文
書
。
例
え
ば
「
現
場

係
員
配
置
簿
」「
集
団
渡
航
鮮
人
有
付
記
録
」
等
。

③
朝
鮮
人
の
ほ
と
ん
ど
が
坑
内
採
炭
や
岩
石
掘
進
に
従
事
し
た
。
賃
金
は
い
ず
れ
も
出
来
高
払
い
の
た

め
、
個
々
人
の
日
々
の
出
炭
量
、
掘
進
量
は
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
「
採
炭
票
」「
跡
間
工

程
表
」
等
。

④
坑
内
各
現
場
の
係
員
が
日
々
記
述
す
る
各
種
日
誌
に
は
、
甲
方
、
乙
方
（
一
日
二
交
代
）
ご
と
の
通
気
、

排
水
、
運
搬
（
通
称
「
捲ま
き

」
と
呼
ば
れ
た
巻
揚
機
で
地
上
に
運
び
出
し
た
炭
車
の
数
）、
事
故
（
物
損
、
人
身
）

等
の
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
本
資
料
集
に
は
、
朝
鮮
人
に
係
わ
る
人
身
事
故
は
そ
の
軽
重
を
問
わ
ず
、

全
て
収
録
し
た
。
各
種
坑
内
日
誌
に
は
水
没
事
故
当
日
の
数
週
間
前
か
ら
、
坑
内
異
常
出
水
の
記
述
が

散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
が
水
没
事
故
の
予
兆
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
炭
鉱
の
日

常
の
生
産
管
理
の
実
態
が
か
な
り
杜
撰
で
危
険
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
文
書
。
例
え
ば「
日
誌
」「
運

搬
日
誌
」
等
。

　

炭
鉱
会
社
に
採
用
さ
れ
る
と
、
会
社
か
ら
四
桁
の
鉱
夫
番
号
が
付
け
ら
れ
た
。
万
一
、
遺
体
衣
服
、
そ

の
他
に
鉱
夫
番
号
が
確
認
で
き
れ
ば
、
身
元
判
明
の
根
拠
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

多
方
面
で
の
利
用
を
期
待
し
ま
す
。

（
な
が
さ
わ
・
し
げ
る 

在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
会
員
）

操業時の長生炭鉱桟橋（昭和８年３月撮影╱提供：長生炭鉱の水非常を歴史に刻む会）。



文書番号 17「運搬日誌　昭和十五年五月三十一日ヨリ 鉱務課」よ
り、昭和 15 年 7 月 10 日に発生した負傷事故の記録（第５巻所収）

本文見本と各巻の収録内容
見本は適宜縮小してあります

文書番号 35「跡間工程表 拾月下半期 第四区係・第五区係」より、鉱夫の勤務状況の記録
（第６巻所収）

文書番号 15、16「採炭票」より、鉱夫の出炭量の記録（第３、４巻所収）

巻号 番号 簿冊名

第１巻

1  現場係員配置簿　昭和十四年十月　鉱務課
2  坑内係座談会議要項綴（訓示）　昭和十四年十月起
3  昭和十五年四月起　集団渡航鮮人有付記録　鉱務課
4  負傷現況書送達簿　昭和十六年五月　鉱務課
5  負傷者調査簿　昭和十六年度以降　鉱務課
6  来信簿
7  掘進賃金支払伝票　昭和十四年五月

第２巻

8  賃金規定及禀議綴　鉱務課 
9  採炭賞与支払伝票

10  採炭賞与支払伝票
11  表紙欠・賃金関係
12  日誌　昭和十六年九月　五藤
13  日誌　昭和十六年十二月　上田（幹）

14  講義記録簿　昭和十六年六月　鉱務
第３巻 15  採炭票　鉱夫番号　1-2000（既住朝鮮人）

第４巻 16  採炭票　鉱夫番号　2001-2450（労務動員朝鮮人）

第５巻

17  運搬日誌　昭和十五年五月三十一日ヨリ　鉱務課
18  鉱務日誌　昭和十五年度　鉱務課
19  鉱務日誌　昭和十五年度　第弐号　鉱務課
20  鉱務日誌　鉱務課
21  鉱務日誌　鉱務課
22  鉱務日誌
23  鉱務日誌　昭和十六年　鉱務課
24  大工日誌
25  運搬日誌
26  坑内日誌　昭和十四年七月　金沢係長
27  日誌　昭和十六年九月　永島
28  跡間工程表　九月上半期
29  跡間工程表　左第三坑道左部掘進　第壱区
30  跡間工程表　左第三坑道左部掘進　第弐区

第６巻

31  跡間工程表　拾月上半期　第四区
32  跡間工程表　六月下半期　第参区
33  跡間工程表　七月下半期　第四区係
34  跡間工程表　七月上半期　第三区係
35  跡間工程表　拾月下半期　第四区係・第五区係
36  跡間工程表　
37  福岡地方石炭山配給統制協議会　昭和十五年長生炭鉱
38  保安日誌　自昭和 15 年１月　第三区
39  保安日誌　自昭和 15.5　至　第四区
40  保安日誌　自昭和 15.8　至　第三区
41  保安日誌　自昭和 15.5　至　第二区
42  跡間工程表　昭和十六年六月下
43  跡間工程表　昭和十六年七月上期分　会計
44  昭和十七年度　山口石炭統制組合資材部関係用度

文書番号 3「昭和十五年四月起　集団渡航鮮人有
ありつけ

付記録　鉱務課」
より「坑内係員ノ渡航鮮人ニ対スル注意事項」（第 1 巻所収）

文書番号 13「日誌　昭和十六年十二月」より、昭和 17 年 2 月 2 日、
水
みずひじょう

非常前日の記録（第２巻所収）

さ
ら
な
る
研
究
の
深
化
に
期
待

竹
内
康
人

　

こ
の
た
び
発
行
さ
れ
る
資
料
集
の
「
集
団
渡

航
鮮
人
有あ
り
つ
け付

記
録
」
か
ら
は
集
団
動
員
の
日
時

と
動
員
者
の
氏
名
、
坑
夫
番
号
が
判
明
す
る
。

集
団
動
員
者
の
坑
夫
番
号
は
二
〇
〇
〇
番
か
ら

で
あ
る
。「
採
炭
票
」（
個
表
）
に
は
氏
名
、
坑

夫
番
号
、
出
炭
状
況
が
記
さ
れ
、
労
働
者
ひ
と

り
一
人
の
労
働
状
況
が
わ
か
る
。「
跡
間
工
程

表
」
か
ら
は
六
人
が
一
組
に
さ
れ
二
交
替
で
炭

鉱
の
深
部
に
送
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。「
負
傷
者
調
査
簿
」
か
ら
は

労
働
者
の
死
傷
状
況
が
判
明
す
る
。「
採
炭
賞

与
支
払
伝
票
」
か
ら
は
氏
名
、
坑
夫
番
号
、
等

級
な
ど
が
わ
か
る
。

　

日
本
政
府
は
戦
時
総
動
員
体
制
の
な
か
で
労

務
動
員
計
画
を
策
定
し
、
企
業
に
必
要
な
動
員

数
を
提
出
さ
せ
、
動
員
数
を
承
認
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
企
業
は
朝
鮮
総
督
府
か
ら
動
員
す
る

郡
の
指
定
を
受
け
、
官
庁
の
斡
旋
に
よ
り
労
働

現
場
に
連
行
し
た
。
中
央
協
和
会
「
移
入
朝
鮮

人
労
務
者
状
況
調
」
に
よ
れ
ば
、
長
生
炭
鉱
に

は
一
九
三
九
年
一
〇
月
か
ら
四
一
年
末
ま
で
に

一
六
三
〇
人
の
動
員
が
承
認
さ
れ
、
一
二
五
八

人
が
動
員
さ
れ
た
。

　

慶
尚
北
道
迎
日
郡
か
ら
の
動
員
者
に
よ
れ

ば
、
薜
道
述
は
募
集
さ
れ
面
（
日
本
の
村
に
相

当
）
に
集
合
、
板
塀
の
四
棟
に
収
容
さ
れ
た
が
、

逃
亡
者
は
殴
打
さ
れ
た
。
金
景
鳳
は
巡
査
に
よ

り
連
行
、
坑
内
の
空
気
は
悪
く
、
ひ
ど
い
下
痢

で
死
に
そ
う
に
な
っ
た
。
逃
亡
者
は
木
の
棒
で

殴
ら
れ
た
。
秋
順
得
は
寮
に
収
容
さ
れ
、
二
交

替
で
奥
の
切
羽
で
採
炭
さ
せ
ら
れ
た
が
、
空
腹

と
船
の
エ
ン
ジ
ン
音
の
下
で
の
労
働
が
恐
ろ
し

く
、
逃
亡
ば
か
り
考
え
た
と
い
う
。
労
務
動
員

に
よ
る
「
募
集
」
の
実
態
は
強
制
動
員
で
あ
り
、

現
場
で
は
暴
力
に
よ
る
過
酷
な
労
働
が
強
い
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

　

大
日
本
産
業
報
国
会
「
殉
職
産
業
人
名
簿
」

に
は
死
者
名
、
年
齢
、
遺
族
名
、
連
絡
先
が
記

さ
れ
、
長
生
炭
鉱
の
死
者
一
四
〇
人
ほ
ど
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
名
簿
の
長
生
炭
鉱
死
者

と
資
料
集
に
あ
る
坑
夫
番
号
を
照
合
す
る
と
死

者
の
動
員
時
期
が
判
明
し
、
慶
尚
北
道
の
軍
威
・

盈
徳
・
迎
日
・
永
川
、
慶
尚
南
道
の
泗
川
・
固
城
、

忠
清
南
道
の
瑞
山
・
唐
津
か
ら
集
団
動
員
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
名
簿
を
頼
り
に
長
生

炭
鉱
の
遺
族
調
査
が
始
ま
り
、
一
九
九
三
年
に

遺
族
会
が
結
成
さ
れ
た
。
追
悼
碑
だ
け
で
な
く

遺
骨
の
返
還
を
と
い
う
遺
族
会
の
願
い
は
市
民

を
動
か
し
、
二
〇
二
五
年
、
海
底
の
水
没
坑
道

で
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
。

　

筆
者
は
長
澤
秀
氏
か
ら
二
〇
二
一
年
に
一
部

資
料
の
閲
覧
の
機
会
を
え
、
長
生
炭
鉱
の
朝
鮮

人
労
働
者
一
一
〇
〇
人
ほ
ど
の
名
簿
を
作
成
、

長
生
炭
鉱
の
水
非
常
を
歴
史
に
刻
む
会
に
提
供

し
た
。
こ
の
資
料
集
に
収
録
さ
れ
る
「
保
安
日

誌
」、「
鉱
務
日
誌
」
な
ど
は
未
見
で
あ
る
。
炭

鉱
内
部
の
状
況
や
「
跡
間
工
程
表
」
の
詳
細
な

分
析
な
ど
も
求
め
ら
れ
る
。
資
料
集
発
刊
を
契

機
に
長
生
炭
鉱
の
研
究
が
い
っ
そ
う
す
す
む
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

（
た
け
う
ち
・
や
す
と 

歴
史
研
究
者
）

産
業
構
造
最
下
部
の
痕
跡

大
和
裕
美
子

　

長
生
炭
鉱
水
没
事
故
は
、
長
ら
く
限
ら
れ
た

人
々
の
あ
い
だ
で
語
ら
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
広

く
社
会
の
な
か
で
認
識
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
近
年
、
市
民
に
よ
る
遺
骨
収
集
を
契
機
と

し
て
、
こ
の
事
故
は
い
ま
大
き
な
社
会
的
関
心

を
集
め
て
い
る
。

　

本
資
料
集
は
、
企
業
が
残
し
た
労
働
者
の
記

録
を
通
し
て
、
炭
鉱
夫
た
ち
の
生
そ
の
も
の
を

読
み
解
く
基
礎
史
料
で
あ
る
。
そ
こ
に
収
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
一
般
的
な
歴
史
叙
述
の
な
か

で
は
前
面
に
現
れ
て
こ
な
か
っ
た
記
録
群
で
あ

り
、
大
日
本
帝
国
期
の
産
業
構
造
の
最
下
部
に

置
か
れ
て
い
た
人
び
と
の
痕
跡
で
あ
る
。
み
ず

か
ら
語
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
人
び
と
の
存

在
を
、
企
業
の
文
書
か
ら
読
み
取
ろ
う
と
す
る

試
み
で
も
あ
る
。

　

労
務
管
理
と
は
、
単
な
る
賃
金
支
払
い
や
人

員
配
置
の
問
題
で
は
な
い
。
危
険
を
い
か
に
認

識
し
、
い
か
に
管
理
し
、
い
か
に
責
任
を
分
散

さ
せ
て
い
た
の
か
と
い
う
、
企
業
統
治
の
あ
り

方
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

本
資
料
集
に
収
め
ら
れ
た
文
書
群
は
、
朝
鮮

人
労
働
者
を
含
む
労
働
の
実
態
や
、
事
故
以
前

の
操
業
と
管
理
の
あ
り
方
を
企
業
側
が
記
録
し

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
帳
簿
、
日
誌
、
採
炭
票
、

賃
金
記
録
と
い
っ
た
史
料
は
、
被
害
を
直
接
に

語
る
証
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
当

時
の
現
実
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

長
生
炭
鉱
を
め
ぐ
る
市
民
の
取
り
組
み
は
、

単
に
「
何
が
起
き
た
の
か
」
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
向
け
ら
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
。
長
年

に
わ
た
る
追
悼
碑
建
立
の
運
動
は
、
む
し
ろ
、

誰
の
記
憶
が
残
さ
れ
、
誰
の
存
在
が
取
り
こ
ぼ

さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
問
い
を
繰
り
返
し
投

げ
か
け
て
き
た
。
事
故
を
め
ぐ
る
市
民
運
動
と

記
憶
研
究
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
本
資
料
集
は
、

そ
の
問
い
を
企
業
側
の
記
録
と
い
う
別
の
角
度

か
ら
支
え
る
。
労
働
と
管
理
の
あ
り
方
の
な
か

に
事
故
を
位
置
づ
け
直
す
た
め
の
確
か
な
基
盤

を
提
供
し
、
そ
こ
か
ら
、
こ
の
事
故
が
ど
の
よ

う
な
労
働
環
境
の
も
と
で
生
じ
た
の
か
、
そ

の
輪
郭
が
静
か
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ

う
。

　

と
り
わ
け
第
一
、二
巻
に
含
ま
れ
る
賃
金
記

録
や
労
務
関
係
文
書
、
坑
夫
番
号
や
氏
名
を
含

む
記
録
群
は
、
犠
牲
者
を
匿
名
的
な
存
在
と
し

て
で
は
な
く
、
具
体
的
な
労
働
の
担
い
手
と
し

て
捉
え
直
す
力
を
も
っ
て
い
る
。
企
業
側
の
記

録
は
、
個
人
の
存
在
を
歴
史
の
な
か
に
具
体
的

に
立
ち
上
が
ら
せ
る
重
要
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
な

る
。
近
年
進
め
ら
れ
て
い
る
遺
骨
収
集
や
身
元

確
認
を
考
え
る
う
え
で
も
、
当
時
ど
の
よ
う
な

人
び
と
が
、
ど
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
働
い

て
い
た
の
か
を
確
か
め
る
作
業
は
欠
か
す
こ
と

が
で
き
な
い
。

　

本
資
料
集
は
、
こ
の
事
故
を
過
去
に
封
じ
込

め
る
の
で
は
な
く
、
社
会
の
な
か
で
い
か
に
記

憶
さ
れ
、
い
か
に
問
い
直
さ
れ
て
き
た
の
か
を

考
え
る
た
め
の
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
史

料
群
で
あ
る
。

（
や
ま
と
・
ゆ
み
こ 

九
州
共
立
大
学
教
授
）

推薦のことば


